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第
４
０
０
回
宮
城
県
議
会
（
６
月
定
例
会
）
は
６
月

日

か
ら
７
月
７
日
ま
で

日
間
の
日
程
で
開
か
れ
た
。
中
東
情

勢
を
受
け
た
物
価
高
騰
対
策
な
ど
１
８
０
億
８
０
９
１
万
円

を
増
額
す
る
令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案

を
原
案
通
り
可
決
、
人
事
案
３
件
に
同
意
し
、
専
決
処
分
２

件
を
承
認
し
た
。
物
価
高
騰
対
策
強
化
な
ど
を
国
に
求
め
る

議
員
提
案
の
意
見
書
案
２
件
と
、
県
議
会
４
０
０
回
記
念
決

議
案
を
可
決
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
ク
マ
対
策
や
教
育
環

境
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
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県議会からのお知らせ
７月１日に総括質疑を行い、各分

科会での審査を経て、中東情勢を踏

まえた物価高騰への対応に要する経

費などを計上した令和８年度補正予

算を可決した。

質疑者 高橋克也 村岡たかこ 高

橋啓 自民 平岡静香 県民の声 ふ

なやま由美 共産 遠藤伸幸 公明

かっち恵 立無ク 阿部眞喜21世紀

ク 石森ゆうじ 維新

○総務企画委員会

知事等の損害賠償責任の一部免責

に関する条例の一部を改正する条

例、宮城県県税条例の一部を改正す

る条例、県税減免条例の一部を改正

する条例、地方活力向上地域におけ

る県税の課税免除等に関する条例の

一部を改正する条例など 議案

○環境福祉委員会

就学前の子どもに関する教育、保

育等の総合的な提供の推進に関する

法律施行条例等の一部を改正する条

例

○経済商工観光委員会

工事請負変更契約の締結について

（（仮称）高等技術専門校１・２号

館新築工事）

○建設企業委員会

工事請負変更契約の締結について

（主要地方道女川牡鹿線大谷川浜小

積浜トンネル（仮称）工事）

○文教警察委員会

工事請負変更契約の締結について

（宮城県築館高等学校新第二グラウ

ンド整備工事）

予算特別委員会

常任委員会

議長記者会見
６月定例会閉会日の７月７日、佐

々木幸士議長‖写真‖が記者会見を

行った。

物価高騰対策や仙台塩釜港での重

油流出事故に伴う水産業支援などに

ついて、広く議論が交わされたこと

を報告。定例会が400回の節目を迎

えたことにも触れ「可決された予算

が苦しむ県民や事業者へ迅速かつき

め細かく届くよう、そしてこの節目

が本県のさらなる発展に向けた新た

な出発点となるよう期待を持って注

視していく」と述べた。

東日本大震災から 年が経過し、

県議会として防災・減災をテーマに

した「高校生議会」の開催と、防災

士の資格取得に取り組むことを明ら

かにした 高校

生の防災意識向

上と政治や議会

への理解・関心

を深めてもらう

機会にしたい。

議員による防災

士資格取得は地

域防災力の向上

だけでなく、国

が創設する防災庁の地方機関『防災

局』や防災大学校の設置・誘致に向

けた機運醸成にもつながる」と説明

した。

●県議会コンサートのご案内

・日 時／定例会開会予定日

９月10日（木）

午後０時５分～35分

・場 所／県議会 議場

・入場料／無料

・出 演／合唱団

（混声合唱）

●傍聴のご案内

・本会議及び各委員会の傍聴を希望

される方は、議会庁舎１階傍聴受

付までお越しください。

・傍聴は、開会時間の30分前より受

付を開始します。

問合せ先0222113571（総務課）

●県議会ホームページのご案内

定例会の日程や会議

録等をご覧いただけま

す。

又又又又又又又又又又又又又又又又

●議会中継のご案内

インターネットで議

会中継や録画映像をご

覧いただけます。
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※
議
案
等
に
対
す
る
各
議
員
の
表
決
状
況

に
つ
い
て
は
、
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・

に
掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
議
会
図
書
室
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

又又又又又又俣
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
迄 又又又又又又 沫

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

抹

●
決
議
〈
１
件
〉

○
第
４
０
０
回
宮
城
県
議
会
記
念
決
議

●
意
見
書
〈
２
件
〉

○
中
東
情
勢
に
伴
う
物
価
高
騰
・
資
材
不

足
等
へ
の
対
策
強
化
を
求
め
る
意
見
書

○
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
及
び
油

圧
作
動
油
の
安
定
供
給
確
保
に
関
す
る
意

見
書

●
可
決
・
承
認
・
同
意
し
た
知
事
提
出
議

案
〈

件
〉

○
令
和
８
年
度
宮
城
県
一
般
会
計
補
正
予

算○
知
事
等
の
損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
宮
城
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

○
県
税
減
免
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
特
定
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
県

税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

○
地
方
活
力
向
上
地
域
に
お
け
る
県
税
の

課
税
免
除
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識

別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保

育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
施
行
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

○
和
解
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
宮
城
県
東
京

職
員
宿
舎
用
建
物
）

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
（
仮
称
）
高
等
技
術
専
門
校
１
・
２
号

館
新
築
工
事
）

他
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【
質
問
】
松
島
基
地
で
傷
病
者
が
発
生
し
た
と

の
想
定
で
「
米
国
主
催
多
国
間
共
同
訓
練
」
が
６

月

・

日
に
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、県
と
し
て
、

傷
病
者
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
認

識
さ
れ
て
お
ら
れ
た
の
か
伺
う
。

【
答
弁
・
企
画
部
長
】
今
回
の
松
島
基
地
に
お

け
る
共
同
衛
生
訓
練
に
つ
い
て
は
、
基
地
内
で
傷

病
者
が
発
生
し
た
と
の
想
定
の
も
と
実
施
さ
れ
た

と
東
北
防
衛
局
か
ら
伺
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
安
全
保
障
上
の
観
点
か
ら
、

公
表
で
き
な
い
案
件
と
伺
っ
て
い
る
。

継戦能力の強化 に向けた
県内の状況について
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金田もとる（共産）

【
質
問
】
中
東
情
勢
の
あ
お
り
を
受
け
、
宮
城

県
内
の
中
小
企
業
は
困
難
を
極
め
て
い
る
中
、
価

格
転
嫁
が
難
し
い
企
業
等
に
よ
り
添
う
宮
城
県
の

支
援
施
策
を
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

【
答
弁
・
経
済
商
工
観
光
部
長
】
全
国
の
価
格

転
嫁
率
は

・
２
％
で
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
等
厳

し
い
業
種
も
あ
る
。
県
で
は
協
定
締
結
等
、
機
運

醸
成
に
努
め
て
き
た
が
、
協
議
に
応
じ
て
も
ら
え

な
い
と
の
声
を
受
け
、
価
格
転
嫁
支
援
サ
ポ
ー
タ

ー
制
度
を
創
設
し
た
。
金
融
機
関
等
の
サ
ポ
ー
タ

ー
が
企
業
訪
問
時
に
支
援
ツ
ー
ル
で
原
材
料
費
の

推
移
等
具
体
的
な
情
報
を
提
供
す

る
。
今
後
も
実
効
性
の
あ
る
取
組

で
中
小
企
業
を
支
援
す
る
。

地域経済を支える
中小企業支援について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

外崎 浩子（自民）

【
質
問
】
海
洋
調
査
の
状
況
と
「
安
全
宣
言
」

発
令
の
時
期
は
ど
う
か
。
ま
た
、
風
評
被
害
払
拭

の
た
め
、
県
に
は
販
路
拡
大
や
販
売
支
援
等
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
国
に
も
求
め
て
い
た
だ
き

た
い
が
ど
う
か
。

【
答
弁
・
水
産
林
政
部
長
】
国
及
び
漁
協
と
連

携
し
、
重
油
流
出
海
域
を
中
心
に
漁
場
環
境
調
査

を
行
い
、
現
在
の
と
こ
ろ
養
殖
漁
場
で
は
油
は
確

認
さ
れ
て
い
な
い
。
引
き
続
き
漁
場
の
安
全
性
を

確
認
の
上
、
８
月
下
旬
ま
で
に
は
安
全
宣
言
を
出

し
た
い
。
ノ
リ
等
水
産
物
は
、
「
み
や
ぎ
水
産
の

日
」
を
核
と
し
た
販
売
会
等
で
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
国
に
対
し
販

促
支
援
等
を
要
請
し
て
い
く
。

塩釜港での重油流出事故
による養殖被害について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

天下みゆき（共産）

【
質
問
】
新
教
育
長
に
、
教
育
行
政
ト
ッ
プ
と

し
て
教
育
に
対
す
る
哲
学
と
意
気
込
み
を
伺
う
。

県
の
教
育
の
役
割
を
ど
う
認
識
し
、
ど
の
よ
う
な

人
材
を
育
成
す
る
の
か
。
少
子
化
の
進
展
に
よ
り

従
前
の
踏
襲
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
時
代

に
、ど
の
よ
う
な
改
革
を
優
先
的
に
取
り
組
む
か
。

【
答
弁
・
教
育
長
】
教
育
は
人
間
と
し
て
の
成

長
を
促
す
糧
で
あ
り
、
い
つ
の
時
代
に
あ
っ
て
も

常
に
最
適
化
を
求
め
て
心
血
を
注
ぎ
続
け
る
べ
き

も
の
と
考
え
て
い
る
。
志
を
立
て
努
力
し
続
け
ら

れ
る
人
材
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
学
ぶ
側
の
痛

切
な
声
に
対
し
て
、
予
算
及
び
組

織
力
、
制
度
や
国
の
支
援
を
活
用

し
な
が
ら
応
え
て
い
く
。

人口減少時代における
諸課題について 教育

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

橋 伸二（自民）

【
質
問
】
安
全
宣
言
後
の
風
評
被
害
対
策
と
し

て
、
安
全
性
に
関
す
る
積
極
的
な
情
報
発
信
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
か
。
ま
た
、
需
要
喚
起
策
を
展

開
し
て
い
く
上
で
、
知
事
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
弁
・
知
事
】
漁
場
環
境
調
査
の
結
果
を
積

極
的
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し

広
く
周
知

を
図
る
と
と
も
に

市
町
村
や
県
漁
協
、
流
通
・
販

売
事
業
者
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
県
庁
ロ
ビ
ー
や

仙
台
駅
等
で
の
販
売
会
、
料
理
教
室
開
催
等
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
捉
え
、
自
ら
先
頭
に
立
ち
、
本
県
水

産
物
の
美
味
し
さ
と
魅
力
を
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
し
、
松
島
湾
ブ
ラ
ン
ド

の
信
頼
回
復
に
努
め
て
い
く
。

重油流出事故からの
信頼回復に向けて

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

杉原 崇（自民）

【
質
問
】
自
治
体
病
院
は
医
療
機
関
に
と
ど
ま

ら
ず
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
・
防
災
・
福
祉

・
介
護
等
、
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
安
心
を
支
え

る
「
重
要
な
地
域
イ
ン
フ
ラ
」
と
考
え
る
。
国
が

進
め
る
地
域
医
療
構
想
の
下
、
本
県
に
お
け
る
自

治
体
病
院
の
役
割
を
ど
の
様
に
認
識
す
る
か
。

【
答
弁
・
知
事
】
自
治
体
病
院
は
高
度
急
性
期

か
ら
慢
性
期
ま
で
様
々
な
役
割
を
担
う
た
め
開
設

・
運
営
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
人
口
減
少
が
進

む
地
域
で
は
民
間
医
療
資
源
が
不
足
し
、
地
域
の

医
療
提
供
体
制
を
支
え
る
中
心
的
な
役
割
を
担
う

場
合
が
多
く
、
住
民
の
命
と
健
康

を
守
る
極
め
て
重
要
な
存
在
と
認

識
し
て
い
る
。

地域医療及び
自治体病院支援について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

佐々木功悦（県民の声）

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

【
質
問
】
本
県
が
持
続
可
能
な
発
展
を
遂
げ
る

た
め
の
具
体
的
突
破
口
が
、
半
導
体
関
連
産
業
の

誘
致
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
誘
致
活
動
の
手
応
え

と
課
題
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
・
知
事
】
我
が
県
は

工
業
用
水
と
電

力
の
高
い
供
給
力
や
良
好
な
ア
ク
セ
ス
を
備
え
た

産
業
用
地
に
加
え

東
北
大
学
や
世
界
屈
指
の
半

導
体
製
造
装
置
関
連
企
業
の
集
積
を
有
し

世
界

的
半
導
体
企
業
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る

半

導
体
は
極
め
て
重
要
な
戦
略
物
資
で
あ
り

国
際

的
な
誘
致
競
争
激
化
の
中

更
な
る
優
位
性
の
向

上
に
努
め
る
と
と
も
に
そ
れ
を
最

大
限
に
生
か
し

誘
致
実
現
に
向

け
て
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く

次世代産業の誘致と均衡
ある県土の発展について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

菊地 忠久（自民）

【
質
問
】
学
校
で
表
面
化
し
て
い
る
保
護
者
間

の
個
別
案
件
を
深
刻
化
さ
せ
な
い
た
め
、
初
期
段

階
か
ら
弁
護
士
等
の
専
門
家
に
入
っ
て
も
ら
う

等
、
教
師
の
ス
キ
ル
に
依
存
す
る
こ
と
な
く
、
納

得
性
の
高
い
合
理
的
理
由
で
初
動
対
応
に
あ
た
る

運
用
に
一
本
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
弁
・
教
育
長
】
事
態
の
深
刻
化
を
防
ぐ
た

め
迅
速
な
初
期
対
応
が
重
要
だ
が
、
ス
ク
ー
ル
ロ

イ
ヤ
ー
へ
の
相
談
に
時
間
が
か
か
る
場
合
も
あ

り
、
改
善
の
余
地
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
早

い
段
階
で
相
談
で
き
る
よ
う
周
知
徹
底
す
る
と
と

も
に
、
更
な
る
改
善
に
向
け
て
弁

護
士
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
協
議
を
進
め
て
い
く
。

学校環境も含めた子ども達
の健全育成について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

吉川 寛康（ 世紀ク）

【
質
問
】
県
内
自
治
体
と
の
協
議
や
、
助
成
金

の
調
整
を
年
単
位
で
行
っ
て
い
る
暇
は
な
い
。
県

民
の
命
を
守
る
た
め
み
や
ぎ
環
境
税
も
活
用
し
、

一
般
財
源
で
ラ
イ
フ
ル
・
ス
ラ
ッ
グ
弾
射
撃
訓
練

施
設
を
早
急
に
整
備
す
べ
き
。
県
が
ま
ず
整
備
費

を
出
し
事
業
を
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

【
答
弁
・
知
事
】
こ
の
射
撃
訓
練
施
設
は
、
国

の
交
付
金
を
活
用
し
、
県
と
関
係
市
町
、
猟
友
会

に
よ
る
協
議
会
形
式
で
進
め
る
方
向
で
協
議
中
で

あ
る
。
費
用
負
担
等
の
課
題
を
早
期
に
解
決
す
る

た
め
、
関
係
首
長
と
の
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
、
一
日
も
早
い
整
備
に
向

け
私
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
。

クマ対策について
⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

わたなべ拓（自民）

【
質
問
】
７
月
５
日
か
ら
９
月

日
ま
で
角
田

市
か
く
だ
田
園
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
「
ポ
ケ
モ

ン
天
文
台
」
に
お
い
て
、
多
く
の
来
訪
者
に
我
が

県
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
す
る

仕
掛
け
を
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
イ
ベ
ン
ト
の
現

在
の
進
捗
状
況
と
魅
力
発
信
の
取
組
は
ど
う
か
。

【
答
弁
・
知
事
】
ポ
ケ
モ
ン
天
文
台
は
大
変
人

気
の
あ
る
巡
回
企
画
展
で
、
本
県
の
魅
力
発
信
の

好
機
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
角
田
市
や

阿
武
隈
急
行
株
式
会
社
と
様
々
な
取
組
に
お
い
て

連
携
す
る
と
と
も
に
、
ラ
プ
ラ
ス
公
園
や
「
ポ
ケ

ふ
た
」
な
ど
も
含
め
た
県
内
の
魅

力
あ
る
観
光
地
を
紹
介
し
、
県
内

周
遊
に
つ
な
げ
て
い
く
。

持続可能な
観光振興について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

八島 利美（自民）

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

【
質
問
】
今
ま
で
の
経
緯
を
熟
知
し
、
積
極
的

な
発
言
の
委
員
が
外
さ
れ
た
。
県
政
の
最
重
要
課

題
の
一
つ
を
審
議
し
て
い
る
中
、
議
論
の
継
続
性

を
重
ん
じ
る
な
ら
ば
再
任
す
べ
き
。
不
都
合
な
意

見
を
言
う
委
員
の
排
除
と
考
え
る
が
議
論
の
継
続

性
と
合
わ
せ
て
ど
う
か
。

【
答
弁
・
知
事
】
条
例
上

人
以
内
の
制
約
の

中
、
当
事
者
及
び
家
族
委
員
の
増
員
、
今
後
３
年

間
で
協
議
す
べ
き
課
題
へ
の
対
応
、
女
性
委
員
登

用
推
進
等
の
観
点
か
ら
慎
重
に
検
討
し
、
定
員
の

半
数
が
再
任
さ
れ
、
議
論
の
継
承
に
支
障
は
な
い

と
考
え
る
。
改
選
後
は
昨
年
度
の

各
委
員
の
意
見
等
を
共
有
し
、
議

論
の
継
続
性
を
考
慮
し
た
。

精神医療センター建て替え
と精神保健福祉審議会

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

枡 和也（県民の声）

【
質
問
】
環
境
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
２
０
２

６
年
４
月
）
で
、
人
と
ク
マ
の
す
み
分
け
を
図
る

ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
の
考
え
方
等
が
示
さ
れ
た
。
排

除
エ
リ
ア
、
管
理
強
化
エ
リ
ア
、
緩
衝
地
帯
、
コ

ア
生
息
地
の
具
体
的
エ
リ
ア
を
い
つ
設
定
し
、
具

体
策
を
ど
の
よ
う
に
実
行
す
る
の
か
。

【
答
弁
・
環
境
生
活
部
長
】今
年
度
改
定
の
「
ツ

キ
ノ
ワ
グ
マ
管
理
計
画
」
で
ゾ
ー
ニ
ン
グ
管
理
の

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

よ
れ
ば
、
モ
デ
ル
地
域
で
実
践
し
た
上
で
、
他
地

域
に
普
及
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
こ
と
か

ら
、
専
門
家
や
関
係
者
の
意
見
を

丁
寧
に
伺
い
な
が
ら
、
計
画
改
定

を
進
め
て
い
く
。

クマ対策における
人とクマのすみ分けの推進

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

さとう道昭（自民）

【
質
問
】
防
災
力
と
災
害
か
ら
の
回
復
力
を
強

み
と
す
る
宮
城
県
は
副
首
都
に
最
適
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
手
薄
だ
っ
た
東
北
全
体
へ
の
成
長
投
資
の

呼
び
水
と
も
な
る
た
め
、
本
県
と
し
て
名
乗
り
を

上
げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
答
弁
・
知
事
】
副
首
都
構
想
は

国
土
全
体

の
危
機
管
理
・
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
を
い
か
に
強

固
に
す
る
か

人
口
・
経
済
の
過
度
な
集
中
を
避
け

い
か
に
適
正
に
配
置
す
る
か
、
と
い
う
大
局
的
な

観
点
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
今
後
の
議
論

を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
制
度
が
実
現
し
た
場
合

は
、
想
定
さ
れ
る
地
域
の
考
え
方

や
条
件
等
を
踏
ま
え
、
県
と
し
て

方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宮城県への投資誘致と
地域活性化について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

柚木 貴光（自民）

末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末
末

【
質
問
】
学
び
の
多
様
化
学
校
の
設
置
・
運
営

を
支
援
す
る
た
め
、
国
に
対
し
財
政
支
援
の
拡
充
、

学
級
編
制
基
準
の
見
直
し
、
加
配
教
員
の
充
実
等

を
求
め
る
と
と
も
に
、
県
と
し
て
も
独
自
の
支
援

策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
。

【
答
弁
・
教
育
長
】
国
に
は
、
弾
力
的
な
学
級

編
制
や
定
数
の
加
配
等
、
現
場
の
実
情
に
即
し
た

教
職
員
の
配
置
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
更
な
る
制

度
の
拡
充
を
求
め
て
い
く
。
公
立
小
中
校
の
設
置

主
体
は
市
町
村
の
た
め

み
や
ぎ
子
ど
も
の
心
の

ケ
ア
ハ
ウ
ス
」
改
編
等
、
各
市
町
村
の
実
情
に
合

わ
せ
た
柔
軟
な
検
討
を
丁
寧
に
助

言
し
、
学
び
の
多
様
化
学
校
の
県

内
へ
の
浸
透
に
力
を
尽
く
す
。

学びの多様化への
対応について
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横山のぼる（公明）

【
質
問
】
第

次
地
方
制
度
調
査
会
に
お
い

て

特
別
市
」
の
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
大
都
市
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

【
答
弁
・
知
事
】
大
都
市
制
度
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
向
を
的
確
に
把
握
し
反

映
す
る
観
点

あ
る
い
は

国
全
体
の
政
治
・
行
政

や
社
会
経
済
へ
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
日
本
全
体
を

俯
ふ

瞰
か
ん

し
た
上
で
、
我
が
国
の
統
治
機
構
の
在
り
方

も
含
め
、
都
市
と
地
方
の
役
割
分
担
を
再
構
築
す

る
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

引
き
続
き
、
国
の
動
向
を
注
視
す

る
と
と
も
に
、
全
国
知
事
会
で
の

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
。

特別市論議と
地方分権について

⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂⊂

本木 忠一（自民）

【
質
問
】
県
内
の
高
校
で
は
自
転
車
通
学
に
つ

い
て

学
校
の
指
導
内
容
に
差
が
生
じ
て
い
る

高

校
生
が
無
事
に
卒
業
の
日
を
迎
え
る
た
め
、
自
転

車
通
学
許
可
証
の
標
準
化
や
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

推
進
に
向
け
た
取
組
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る
。

【
答
弁
・
教
育
長
】
生
徒
の
命
を
守
る
た
め
、

自
転
車
通
学
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
は
極
め
て
重

要
と
認
識
し
て
い
る
。
学
校
間
で
指
導
に
差
が
あ

る
現
状
を
踏
ま
え
、
学
校
へ
の
働
き
か
け
の
他
、

高
校
生
主
体
の
サ
イ
ク
ル
サ
ミ
ッ
ト
等
を
通
じ
意

識
改
革
に
努
め
て
き
た
。
今
後
は
こ
れ
ま
で
の
取

組
を
検
証
し
、
保
護
者
へ
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
配
布
等
、
着
用
率
向
上

に
一
層
力
を
入
れ
て
い
く
。

自転車通学におけるヘルメ
ット着用推進について
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小畑 仁子（県民の声）
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